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Ⅰ．新やお改革プラン実行計画について 

 

 

１．実行計画の性質 

本計画は、「新やお改革プラン」に示した５つの方向性と取り組み項目を具

体化するものとして、推進期間内における個別の取り組み内容を取りまとめた

ものです。 

  

２．推進期間 

令和元年度（2019年度）から令和４年度（2022年度）まで 

 

３．取り組み目標 

「改革と成長の好循環」を将来に渡り実現するため、新たな財源とマンパワ

ーを創出し、未来に向けた必要な投資を行うとともに、未来を見据えた改革へ

の着手を進めながら、「令和４年度（2022年度）末の基金残高を 40億円に維

持すること」を目標とし、その達成に向け、本計画に掲げる取り組みを推進す

ることにより創出する財政的効果の計画額は以下のとおりです。 

 

 

【項目別効果額】                              （単位：千円） 

項目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合計 

1.さらなる選択と集中とスクラッ

プ＆ビルド 
1,988 184,926 755,114 99,229 1,041,257 

2.様々な主体との協働による

事業の推進 
0 19,000 31,111 31,111 81,222 

3.固定的な経費の縮減 0 0 34,900 35,700 70,600 

4.職員が能力を発揮できる環

境整備と効率的な体制の構築 
25,319 181,036 264,867 312,095 783,317 

5.新たな歳入の創出 125,000 390,163 252,963 311,463 1,079,589 

合計 152,307 775,125 1,338,955 789,598 3,055,985 
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Ⅱ．令和元年度の取り組み実績について 

 

１．財政的効果額について 

 取り組みを推進したことによる令和元年度の実績効果額は約５億円となっ

ており、取り組み項目ごとの効果額は以下のとおりです。 

 

 

２．年度末基金残高について 

 令和元年度末時点の基金残高は 67億 5,900万円となっています。令和４年

度末の基金残高 40億円を維持することを目標に、引き続き取り組みを進めて

まいります。 

【年度末基金残高の状況（令和元年度末時点）】 

 

【令和元年度における効果額】
(単位：千円)

計画額 実績額

１．さらなる選択と集中とスクラップ＆ビルド 1,988 271,473

　(１)社会状況の変化等を踏まえた事業の廃止・縮小等 1,988 2,615

　(２)公の施設・インフラ整備の見直し 0 268,858

２．様々な主体との協働による事業の推進 0 0

　(１)公民協働の推進 0 0

　(２)広域連携による事務処理の効率化 0 0

　(３)外郭団体の見直し 0 0

３．固定的な経費の縮減 0 0

　(１)施設の管理運営コストの縮減 0 0

　(２)公債費等の義務的経費の縮減 0 0

４．職員が能力を発揮できる環境整備と効率的な体制の構築 25,319 28,542

　(１)新たな技術の活用等による生産性等の向上 0 0

　(２)効率的な組織体制の構築と組織力の強化 25,319 28,542

５．新たな歳入の創出 125,000 215,117

　(１)新たな歳入の創出 95,000 176,206

　(２)市有資産の整理・売却・貸付等 30,000 38,911

合計 152,307 515,132

分　類
令和元年度

主な効果額計上取り組み

啓発・イベント関連事業の見直し

桂小学校改築事業総事業費の見直し

法定外公共物の売却推進

市長・その他の常勤特別職職員の給料減額及び退職手当
の不支給等、超過勤務縮減の実施

ふるさと納税制度等を活用した寄附金収入の確保、課税客
体の捕捉

(単位：百万円)

R１ R２ R３ R４

6,759

6,236

523

6,602 5,531 3,360 1,752

6,118 5,047 2,876 1,268

484 484 484 484

中期財政見通し（R１.11時点）上の基金残高

財政調整基金

公共公益施設整備基金

各年度決算時の基金残高

財政調整基金

公共公益施設整備基金



R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施
検討・
実施

検討・
実施

検討・
実施

実績
令和元年度の実
績（取り組み内
容）を掲載して
おります

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施
検討・
実施

検討・
実施

検討・
実施

実績

啓発・イベント
関連事業につい
て、内容を精査
の上、廃止、統
合、縮小等の見
直しを行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・方針決定
方針に基づ
き実施

実績

男女共同参画セ
ンターのあり方
を見直し、令和
２年度に向けた
事業整理を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施

実績
開催時の飲食の
提供について、
見直しを行っ
た。

表
の
見
方

取り組みの
タイトル

担当する所
属

取り組みの内容や見直
し内容、今後の方向性
等を掲載しております
（内容は計画時のも
の）

3
年賀交礼会の
見直し

総務課

各種関係団体や市内で
活躍されている方々が
年頭に一堂に会して交
流や情報交換の場とし
て開催している年賀交
礼会の実施手法の見直
しを行う。

1
啓発・イベン
ト関連事業の
見直し

全所属

啓発・イベント関連事
業について、必要性や
費用対効果等について
検証し、財源とマンパ
ワー創出の観点から、
廃止、統合、縮小等の
見直しを行う。

2
男女共同参画
センターのあ
り方見直し

政策推進課

男女共同参画センター
において実施する啓
発・講座事業について
内容及び実施手法の検
討を行うとともに、今
後の同センターのあり
方について見直しを行
う。

Ⅲ．具体的取り組みの進捗状況について

　「新やお改革プラン実行計画」に計上した具体的取り組みについて、各項目の令和元年度
の進捗状況は次のとおりです。

 １．さらなる選択と集中とスクラップ＆ビルド

(１)社会状況の変化等を踏まえた事業の廃止・縮小等

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール・実績

計画時における、令和４年度までのスケジュール

を掲載しております

3 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

計画の一体化に
向けた検討を進
めるとともに策
定にかかるアン
ケート回数の見
直しを行い、実
施費用を削減し
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

交付対象事業の
うち、他制度へ
統合可能なもの
等について、検
討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

校区まちづくり
協議会の支援に
関する検討会議
を開催し、交付
金のあり方につ
いて検討を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・方針決定
方針に基づ
き実施

実績

検討の結果、入
浴事業を廃止
し、ふれあいの
湯交流事業とし
て再編の上、令
和２年度より実
施することとし
た。

7
高齢者ふれあ
い入浴事業の
あり方見直し

高齢介護課

事業開始当初からの市
民ニーズや社会環境の
変化を踏まえ、事業の
有効性や必要性を精査
し、今後のあり方につ
いて検討を行う。

5

校区まちづく
り交付金とそ
の他地域活動
対象補助金の
あり方見直し

コミュニ
ティ政策推
進課
政策推進課
行政改革課
関係課

校区まちづくり交付金
とその他地域活動対象
補助金について、各補
助金の交付対象団体や
交付対象事業、交付額
等の現状等を踏まえ、
全体としてのあり方に
ついて見直しを行う。

6
校区まちづく
り交付金のあ
り方見直し

コミュニ
ティ政策推
進課

校区まちづくり交付金
については、地域の課
題を解決するために、
より自立した活動を行
うことができるような
支援制度を検討し、制
度の設計・運用を行
う。

4
八尾市特定事
業主行動計画
の一体化

職員課
関係課

次世代育成支援対策推
進法に基づく八尾市特
定事業主行動計画と女
性活躍推進法に基づく
八尾市特定事業主行動
計画について、計画期
間の整合を図り、一体
的に取り組んでいく。

4 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定 準備
方針に基づ
き実施（一
部実施）

実績

総合事業におけ
る通所型サービ
スを勘案した事
業の在り方を検
討するため、実
地指導時に、各
事業者に対して
ヒアリングを実
施した。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（廃止）

実績
令和元年度を
もって事業を廃
止することとし
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 実施

実績

本市住民の出生
数の減少に伴
い、適正な事業
回数の見直しを
検討した。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施
（廃止）

実績

令和元年度中に
サービスを終了
し、生活応援ア
プリ「やおっ
ぷ！」へ関連機
能を移行した。

11
やお子育てア
プリの廃止

こども政策
課

やお子育てアプリにつ
いて、生活応援アプリ
「やおっぷ！」に機能
集約を図り、当該アプ
リへの移行期間が一定
経過したことから、
サービスを終了する。

9
特定呼吸器疾
病予防回復事
業の見直し

健康推進課

特定呼吸器疾病予防回
復事業について、令和
元年度末をもって廃止
する。

10
乳幼児健診等
の運用の見直
し

健康推進課

受診者数の状況等を踏
まえ、効率的な健診日
の設定等、運用の見直
しを行う。

8
街かどデイハ
ウス事業のあ
り方見直し

高齢介護課

介護予防を一層推進す
るため、介護予防・日
常生活支援総合事業に
おける通所型サービス
の導入等の事業運営の
あり方について見直し
を行う。

5 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（廃止）

実績
令和元年度を
もって補助金を
廃止することと
した。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

他の補助制度と
の重複や利用状
況等を考慮し、
見直し項目の洗
い出しを行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（廃止）

実績

令和元年度末を
もって協力金を
廃止することと
し、対象施設に
対し説明を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（廃止）

実績

子育て支援に関
する情報発信を
市ホームページ
や生活応援アプ
リ「やおっ
ぷ！」の活用に
よることとし、
サイトの運営に
ついて、令和元
年度をもって廃
止することとし
た。

15

子育て支援情
報特設サイト
を用いた情報
発信手法の見
直し

子育て支援
課

子育て支援情報提供事
業として、「みらい
ねっと」及びFacebook
みらいねっと通信の運
営を行っているが、当
該サイトのスマート
フォンでの情報の双方
向性が未対応で、時代
に即した有効性が低下
していることから、当
事業を廃止し、市ホー
ムページや生活応援ア
プリを活用する。

13

私立認定こど
も園等運営費
補助金の交付
基準の見直し

こども施設
課

私立認定こども園等運
営費補助金について、
他の補助制度との重複
や利用状況等を考慮し
て、交付基準について
見直しを行う。

14
私立幼稚園事
務協力金の廃
止

こども施設
課

幼児教育・保育無償化
に伴い、「私立幼稚園
就園奨励費・就園助成
費」が事業廃止となる
ことにあわせ、当該事
務協力金を廃止する。

12
「赤ちゃんの
駅」整備補助
金の廃止

こども政策
課

赤ちゃんの駅整備補助
金について、平成25年
度から整備を推進した
結果、各中学校区に１
箇所以上の登録施設が
整備されたことに伴
い、整備にかかる補助
金を廃止する。

6 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

今後のあり方に
ついて検討を進
めるとともに、
令和２年度の方
針決定に向け八
尾河内音頭まつ
り振興会補助金
に「調査費用」
の予算計上を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 実施

実績

国や府の受動喫
煙対策における
状況についての
情報収集等、実
施手法等の見直
しに向けた検討
を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

補助金の見直し
の検討、及び関
係団体との事前
調整等を進め
た。

17
路上喫煙啓発
の見直し 環境保全課

路上喫煙啓発につい
て、実施手法等の見直
しを行い、経費を縮減
する。

18
清掃道具補助
事業の見直し

環境保全課

地域一斉清掃実施団体
や地区福祉委員会が実
施する地域一斉清掃に
かかる清掃道具購入費
用について、補助金の
見直しを行う。

16
八尾河内音頭
まつりのあり
方見直し

産業政策課

八尾河内音頭まつりの
あり方について見直し
を行い、開催場所のみ
ならず、財源の確保や
民間の主体性が高まる
よう開催手法の検討を
行う。

7 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

負担金の性質に
ついて検討を行
い、令和２年度
から補助金とす
ることを決定す
るとともに、対
象事業費の見直
しを行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績
令和２年度より
一部事業を廃止
することを決定
した。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討・
実施

検討・
実施

実績

現在の利用状況
や整備当時の経
過などを踏ま
え、管理運営手
法の検討を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（廃止）

実績

まちづくり教室
について、活動
の総括を行い、
スケジュールを
前倒しし、令和
元年度より廃止
した。

21
公衆便所管理
運営業務の見
直し

環境施設課

市内３ヶ所の公衆便所
について、それぞれの
利用状況や近隣状況等
を踏まえ、必要性や管
理方法について見直し
を行う。

22

住宅政策推進
事業の一部
「まちづくり
教室」の廃止

住宅政策課

まちづくり教室の成果
や他のまちづくり活動
との目的や対象・内容
との重複を整理し、廃
止する。

19

環境アニメイ
ティッドやお
協議会負担金
の見直し

環境保全課

負担金の性質や対象と
なっている事業の効果
等を踏まえ見直しを行
う。

20
環境監視測定
業務委託の見
直し

環境保全課

環境監視測定業務委託
について、法定及び法
定外ともに、近年の測
定結果を踏まえ、実施
する地点や項目、測定
回数等の見直しを行
う。
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

局内各課にＩＤ
を付与し、各課
でホームページ
の掲載・更新を
する運用を前倒
しし、令和元年
度より開始し
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

令和２年度より
「生涯学習・ス
ポーツ振興計
画」及び「図書
館サービス計
画」を「教育振
興計画」に統合
し策定すること
とした。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（一部廃
止）

実施
実施

（廃止）

実績

各審議会の役割
の整理や今後の
運営のあり方に
ついて検討を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

協議会運営への
効果や必要性を
検証し、補助金
の見直しを進め
た。

25
会議体の運営
の見直し

生涯学習ス
ポーツ課

生涯学習センター学習
プラザ及びスポーツ施
設の運営審議会につい
て、指定管理者制度に
おけるモニタリング制
度との役割を整理し、
審議会の廃止を視野に
あり方について見直し
を行う。

26
ＰＴＡ協議会
運営補助金の
見直し

生涯学習ス
ポーツ課

補助金交付による協議
会運営への効果や必要
性について整理し、補
助金について見直しを
行う。

23
情報発信のあ
り方の見直し

水道局内全
課

現在経営総務課で一括
して掲載・更新などを
行っているホームペー
ジについて、各課で実
施することにより、迅
速化を図るなど効果を
高める。

24
教育委員会に
おける個別計
画の統合

教育政策課

本市の教育施策全体の
指針を示す次期「教育
振興計画」について
は、「生涯学習・ス
ポーツ振興計画」及び
「図書館サービス計
画」を統合し、策定す
る。
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール・実績

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 実施

実績

各コミセン講座
の開催状況の分
析等、委託料の
見直しに向けた
検討を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

関係課会議を開
催し、他市状況
の確認や制度の
あり方等につい
て検討を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績
類似制度や他市
状況等について
情報収集し、検
討を行った。

29
奨学金事業等
の制度のあり
方見直し

学務給食課

奨学金制度や就学奨励
補助制度などの各種制
度において、国や府の
類似制度の拡充の状況
や他市状況等を踏ま
え、適正な制度運用と
なるよう見直しを行
う。

27

地区生涯学習
（コミセン講
座）の委託料
の見直し

生涯学習ス
ポーツ課

地区生涯学習（コミセ
ン講座）の委託料につ
いて、各コミセンの開
催状況を考慮したうえ
で、委託料積算基準の
明確化等の見直しを行
う。

28
就学援助事業
の制度のあり
方見直し

学務給食課

生活保護基準の見直し
の状況や他市における
状況等も踏まえ、適正
な制度のあり方につい
て見直しを行う。

10 



(２)公の施設・インフラ整備の見直し

R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

施設の長寿命化
を目的とした個
別施設計画策定
における基本的
な考え方を整理
するため、実施
計画改訂に取り
組んだ。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施 実施 実施 実施

実績

基本設計を行う
中で、改修内容
の精査を行うと
ともに、設計段
階から国補助金
の活用を図っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績
今後の公共下水
道整備事業方針
について、検討
を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施 実施 実施

実績
事業内容を精査
し、総事業費を
圧縮した予算の
編成を行った。

4
桂小学校改築
事業総事業費
の見直し

教育政策課

桂小学校校舎改築事業
において、事業内容を
精査し、総事業費を圧
縮する。

2
文化会館の改
修内容の見直
し

文化国際課

開館後30年以上が経過
し、施設・設備の老朽
化、劣化等が進む文化
会館について、安全対
策やバリアフリー対
応、老朽化した設備の
更新などの優先実施に
より改修内容の精査を
図るとともに、補助金
等の活用により財政負
担の軽減を図る。

3
公共下水道整
備事業の見直
し

下水道整備
課

汚水整備が進み、市民
の大半が公共下水道を
利用できる環境となっ
たことから、事業の整
備方針及び体制の見直
しを図る。

担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール

1
公共施設マネ
ジメントの推
進

政策推進課

公共施設マネジメント
実施計画に基づき、劣
化の進んでいる施設を
対象として優先的に長
寿命化を実施し、長期
的にかかる改修・建替
えコストの縮減を図
る。

取り組み名

11 



R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

公民協働のあり
方について、本
市における取り
組みの経過・成
果や、他市の取
り組み状況等、
検証を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

実績

庁内検討体制を
構築し、対象業
務について、見
直しの検討を進
めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績
庁内逓送便業務
のコスト削減策
について検討を
行った。

3
庁内逓送便業
務の見直し

総務課

庁外便の配送や荷捌室
での郵便の仕分けは委
託等により実施してお
り、庁内逓送便業務も
含めて効率的運用を図
り、人件費の抑制や超
過勤務の削減を図る。

1
公民協働のあ
り方検証と推
進

行政改革課

公民協働のあり方につ
いて、これまでの考え
方を基本的には踏襲し
ながらも、社会環境の
変化等を踏まえた検証
と新たな取り組みの検
討を行う。

2

トップラン
ナー方式及び
地方行政サー
ビス改革の取
組み対象業務
等の運営手法
の見直し

行政改革課
人事課
こども施設
課
環境事業課
環境施設課
土木管理事
務所
総務人事課

トップランナー方式及
び地方行政サービス改
革の取組み対象業務等
(こども園給食調理、一
般ごみ収集、し尿収
集、道路維持管理・清
掃等、公園管理、小・
中学校校務）につい
て、基準財政需要額と
決算額との差額や、他
市の状況等を踏まえ、
民間委託化等に向けた
見直しを行う。

 ２．様々な主体との協働による事業の推進

(１)公民協働の推進

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

実績
集約化による効
果や課題等につ
いての分析等、
検討を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 方針決定

実績

指定管理業務の
運営実績や設備
劣化状況（今後
の修繕や改修の
検討）を確認す
るなど、現状の
把握を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

他市の介護認定
審査会事務委託
内容を調査する
など、検討を進
めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

令和２年度の選
定に向け、今後
の事業展開のあ
り方等について
検討を進めた。

7
つどいの広場
事業委託のあ
り方検討

子育て支援
課

就学前施設入所の低年
齢化が進む中で、在宅
子育て支援の場には、
効率性と質の向上も求
められており、また、
現つどいの広場は、老
朽化物件により耐震化
等の安全性で課題が生
じていることから、効
率的かつ効果的な事業
展開となるようあり方
を検討し、事業者の再
選定を行う。

5

市立養護老人
ホーム及び在
宅福祉サービ
スネットワー
クセンターの
運営手法の見
直しの検討

地域福祉政
策課

施設がこれまで担って
きた役割と現在の施設
に対するニーズ及び社
会環境の変化を踏ま
え、より効果的な運営
手法となるよう、施設
の今後のあり方につい
て検討を行う。

6
介護認定審査
事務の一部委
託の検討

高齢介護課

要介護認定業務のより
効率的・効果的な遂行
を図ることを目的とし
て、認定審査にかかる
業務の一部の委託につ
いて検討を行う。

4
庶務事務等の
集約化

人事課
職員課
総務人事課

給与・共済事務等の庶
務事務について、集約
化による効果や課題等
についての分析や関係
各課との検討・協議を
進め、効果が見込める
ものについて、集約化
を行う。

13 



R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

実績

他市事例の調査
等を行い、今後
の運営手法につ
いて検討を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

龍華図書館にお
ける指定管理者
による管理運営
状況や、導入に
より見込まれる
効果について検
討を行った。

9
山本・志紀図
書館の指定管
理者制度導入

八尾図書館

山本・志紀図書館の指
定管理者制度の導入に
ついて、龍華図書館に
おける指定管理者によ
る管理運営状況や導入
により見込まれる効果
について検証し、効果
が見込まれる場合に指
定管理者制度の導入を
行う。

8
放課後児童室
の運営体制の
見直し

青少年課

児童数の増加傾向にと
もなう今後の人員体制
や児童室の整備状況を
踏まえ、民間委託等の
手法による利用希望者
へのサービス提供につ
いて、他市の取り組み
状況や直営実施とのコ
スト比較等も踏まえ、
今後の運営体制につい
て検討を行う。
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(２)広域連携による事務処理の効率化

R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績
近隣市との合同
実施に向け、協
議を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

組合構成市で協
議を行い、分担
金の負担割合の
変更等について
検討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

柏原市との間で
課題共有を行
い、今後の在り
方について調整
を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 検討

実績

広域連携による
消防業務の効率
的・効果的な実
施について検討
を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 方針決定 準備

実績

府域一水道に向
け、府域水道施
設の最適配置案
等について検討
を行う協議会に
参加した。

担当課 取り組み内容

消防総務課

環境施設課

八尾市柏原市火葬場組
合の設立当時と現在の
役割・社会状況の変化
に照らし、望ましい組
織・業務のあり方につ
いて、構成市との相互
理解のもとに見直しを
行う。

4
消防業務の広
域化の検討

近隣市との広域連携に
よる消防業務の効率
的・効果的な実施につ
いて、検討を行う。

取り組みスケジュール

1
保育士就労支
援事業の事業
内容の見直し

こども施設
課

保育士の就職説明会を
近隣市と合同で実施す
ることにより、事業経
費の削減、府補助金の
確保、来場者の増加を
見込む。

資源循環課

大阪広域環境
施設組合によ
るごみの受け
入れ体制の広
域化

2

守口市の参画をはじ
め、他工場との連携強
化による八尾工場の効
率的・効果的な活用に
より、本市の大阪広域
施設組合への分担金の
削減を図る。

取り組み名

5
水道事業の広
域化の検討

経営総務課

水道事業ビジョン及び
経営戦略を策定するに
際し、隣接する水道事
業体との広域連携や府
内42市町村で構成する
大阪広域水道企業団と
の垂直統合などのメ
リット・デメリットを
検証し、令和６年度ま
での広域化のあり方に
ついて検討を行う。

3
八尾市柏原市
火葬場組合の
あり方見直し
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(３)外郭団体の見直し

R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

団体ごとの交付
額や交付基準・
対象経費等を比
較・分析し、あ
り方の見直しを
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

情報発信のあり
方や役割、市の
関与のあり方に
ついて整理を行
うなど、見直し
の検討を進め
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

商工会議所とと
もに、団体との
連携会議を開催
し、役割分担の
整理を行うな
ど、見直しの検
討を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定 準備 準備

実績

他市状況及び団
体の運営状況の
確認や市と団体
との役割の整理
を行うなど、見
直しの検討を進
めた。

4

（公財）八尾
市文化財調査
研究会のあり
方見直し

文化財課

埋蔵文化財の大規模調
査が減少している現状
を踏まえ、市と団体と
の役割を整理するな
ど、あり方の見直しを
行う。

2

やおコミュニ
ティ放送(株)
のあり方見直
し

市政情報課
危機管理課

やおコミュニティ放送
(株)について、本市の
災害発生時・平常時そ
れぞれの情報発信のあ
り方について検証を
行ったうえで、市が団
体に求める役割や財政
的関与のあり方等につ
いて見直しを行う。

3
（一社）八尾
市観光協会の
あり方見直し

産業政策課

（一社）八尾市観光協
会について、設立趣旨
に基づく法人としての
活動や本市が求める観
光事業推進の担い手
（パートナー）となっ
ているのか検証すると
ともに、市の人的・財
政的関与や市と団体と
の役割分担を整理する
など、あり方の見直し
を行う。

担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール

1
外郭団体への
運営費補助金
の見直し

行政改革課
関係課

外郭団体への運営費補
助金（交付団体：（公
財）八尾市国際交流セ
ンター、（社福）八尾
市社会福祉協議会、
（一社）八尾市観光協
会、（公財）八尾市中
小企業勤労者福祉サー
ビスセンター、（公
社）八尾市シルバー人
材センター）につい
て、団体ごとの交付額
や交付基準・対象経費
等を比較・分析し、あ
り方の見直しを行う。

取り組み名
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R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定 準備
方針に基づ
き実施

実績

包括管理業務委
託の導入につい
て、先進事例の
研究や施設所管
等関係課との協
議等、検討を進
めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

実績

他市状況の確認
等を行い、想定
される課題の抽
出や整理を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

次期指定管理者
の募集に向け、
休館期間中の人
員体制の考え方
をはじめ、基本
的な考え方の整
理等を進めた。

3
文化会館の指
定管理業務の
見直し

文化国際課

次期指定管理者の選定
にあたり、管理運営経
費の精査等見直しを行
う。

1
公共施設の包
括管理業務委
託の導入検討

政策推進課
教育政策課
公共建築課

複数の公共施設の維持
管理にかかる保守、点
検業務等を包括的に委
託することにより、業
務水準の向上と効率化
等を図る。

2
光熱費等の調
達方法の見直
し

総務課
政策推進課
行政改革課
関係課

他市の光熱費における
調達方法の事例研究や
想定される効果の分析
を行い、効果が見込め
るものについて、調達
手法の見直しを行う。

 ３．固定的な経費の縮減

(１)施設の管理運営コストの縮減

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

指定管理者によ
る運営状況や効
果検証等を行
い、見直しの検
討を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

経営計画に基づ
き、収益の確保
と費用の削減に
かかる取り組み
を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 方針決定

実績
民間施設を活用
した水泳授業を
モデル実施し、
検証を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（試行）
実施 実施

実績

リースによるＬ
ＥＤ照明の導入
を決定し、令和
２年度より試行
実施することと
した。

7

学校体育館照
明のＬＥＤ化
による電気使
用料の削減

教育政策課

学校体育館の水銀灯ラ
ンプ等について、メン
テナンスを含めたリー
ス契約によりＬＥＤ照
明を設置することによ
り、更新費用の平準化
及び電気使用料の削減
を図る。

5
八尾市立病院
経営計画に基
づく取り組み

企画運営課

経営計画に基づき、診
療報酬制度への適切な
対応等による医業収益
の確保と材料費の適正
管理等による医業費用
の削減を図る。

6
学校プールの
あり方の検討

教育政策課

民間施設を活用した水
泳授業のモデル実施の
結果を踏まえ、老朽化
に伴う改築等で学校
プールが使用できない
場合への対応として、
改修の可否や委託によ
る対応等、水泳授業そ
のもののあり方も含め
今後の方針について検
討を行う。

4

リサイクルセ
ンター学習プ
ラザの管理運
営方法のあり
方見直し

環境施設課

リサイクルセンター学
習プラザの管理運営方
法について、施設の利
用状況等を踏まえ、開
館日時等、今後のあり
方について見直しを行
う。
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(２)公債費等の義務的経費の縮減

R1 R2 R3 R4

取り組みスケジュール
取り組み名 担当課 取り組み内容

※本項目においてめざすこととしている義務的経費の縮減については、
１．（２）「公の施設・インフラ整備の見直し」
２．（１）「公民協働の推進」
４．（２）「効率的な組織体制の構築と組織力の強化」
の各項目に計上している取り組みにより、推進することとします。
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R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

令和２年度の本
格導入に向け、
一部業務への試
行導入を実施し
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

ＡＩの導入によ
る効率性の向上
などを検討し、
導入について検
討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

システムのクラ
ウド化を進める
にあたっての、
リスク分散やセ
キュリティの課
題などの検証を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

文書のペーパー
レス化を進める
に際し、ＩＣＴ
の活用や費用対
効果の検証、他
市事例の確認な
ど検討を進め
た。

3

基幹システム
を初めとした
業務システム
のさらなるク
ラウド利用

行政改革課
関係課

災害時における業務継
続や運用負担の軽減等
の目的から、業務シス
テムの更新時に外部
データセンターを活用
したクラウドサービス
への移行をさらに進め
る。

4
文書のペー
パーレス化の
推進

行政改革課
総務課
関係課

スペースの有効活用及
び業務の効率性の観点
から、費用対効果を踏
まえたＩＣＴ活用の可
能性や文書保存の必要
性の検証を行い、文書
のペーパーレス化等を
進める。

1
ＲＰＡの導入
による業務の
効率化

行政改革課
関係課

パソコン上の操作を記
録し、自動で作業を行
うソフトウェア型ロ
ボットＲＰＡ（Ｒｏｂ
ｏｔｉｃ Ｐｒｏｃｅｓ
ｓ Ａｕｔｏｍａｔｉｏ
ｎ）を導入し、定型業
務の自動化を行い、業
務の効率化を図る。

2
ＡＩの導入に
よる業務の効
率化

行政改革課
関係課

ＡＩによる音声認識技
術を活用した議事録作
成システムについて導
入を進めるとともに、
その他ＡＩの導入によ
り効率化が可能な業務
について検討し、効果
が見込めるものについ
て導入を進める。

 ４．職員が能力を発揮できる環境整備と効率的な体制の構築

(１)新たな技術の活用等による生産性等の向上

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール
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(２)効率的な組織体制の構築と組織力の強化

R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

内部統制のさら
なる強化につい
て、自治法改正
に伴う他市の取
り組み状況の確
認等、検討を進
めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

窓口手数料等の
収受について、
キャッシュレス
化の導入にかか
る費用対効果
等、検討を進め
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

政策課題等への
対応を図るとと
もに、効率的な
組織体制の構築
に向け、組織機
構の見直しを
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

類似団体との職
階別職員数の比
較など、見直し
に向けた検討を
進めた。

4
各職階職員数
の精査

行政改革課
人事課

類似団体の状況等を参
考に、適切な職階ごと
の職・職員数の精査を
行うとともに、ライン
職・スタッフ職の配置
の最適化を図る。

2

窓口手数料
等、公金の収
受等取扱のさ
らなる適正化
の検討

行政改革課
会計課
関係課

窓口での証明書発行等
の手数料等について、
支払い方法を電子マ
ネー等現金以外の安全
な方法への変更を検討
する。

3
組織機構の最
適化

行政改革課

現行の組織機構につい
て見直しを行い、より
効率的な組織体制の構
築を図る。

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール

1

内部統制のさ
らなる強化に
向けたあり方
検討

行政改革課
総務課
政策法務課
市政情報課
契約検査課
人事課
会計課

適正な事務処理等の確
保並びに組織及び運営
の合理化を図る観点か
ら、内部統制のさらな
る強化についてあり方
を検討する。
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

類似団体の状況
等を参考に、適
正な職員数の定
員算定について
検討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

外部有識者を含
めた検証を行う
にあたり、新た
な附属機関の設
置等の手続きを
進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施 実施 実施 実施

実績

超過勤務縮減計
画を策定し、目
標を設定のう
え、超過勤務縮
減の取り組みを
進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 実施

実績

引き続き試行実
施し、その活用
を進めるととも
に、本格導入に
向け、時間区分
の精査などを
行った。

8
時差出勤制度
の本格導入

人事課

現在すでに試行実施を
しているが、内容につ
いて勤務時間区分等を
精査して、本格導入に
むけて検討を進める。

6
給与水準の検
証

人事課
職員課

給与水準・給与制度等
について、外部有識者
を含めた検証を行い、
見直しなどを進める。

7
超過勤務縮減
の実施

人事課

働き方改革の観点か
ら、さらに業務の見直
しを進めるとともに、
組織マネジメントの徹
底を図ることにより超
過勤務縮減に取り組
む。

5
適正な定員算
定

人事課
行政改革課

持続可能な組織運営を
進めるため、適正な職
員数について、類似団
体との比較等により、
部門別や職種別等、多
面的に検討を行い、普
通会計ベース比較によ
る類似団体(中核市)の
中位をめざし、職員数
の最適化を行う。
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 方針決定
方針に基づ
き実施

実績

課題整理にむけ
たモデル実施な
ど、導入に向け
た検討を進め
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・方針決定
方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

方針に基づ
き実施

実績
見直しの対象と
する職階や評価
項目等について
検討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 検討

実績

国家公務員の定
年引き上げにか
かる国の動向を
注視し、検討を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

市長の給料の
30％減額、その
他の常勤特別職
職員の給料及び
退職手当の減額
を行った。

12

市長・その他
の常勤特別職
職員の給料減
額及び退職手
当の不支給等

職員課

市長の給料の30％減額
及び退職手当の不支
給、その他の常勤特別
職職員の給料及び退職
手当の減額を行う。

10
人事評価制度
のあり方見直
し

人事課

現在の評価制度を見直
し、人事異動・昇任昇
格・給与等、人事給与
制度全般へ活用する。

11

定年延長を見
据えた人事制
度のあり方検
討

人事課
職員課

定年延長を見据えた人
事制度のあり方につい
て、公的年金の支給開
始年齢及び国家公務員
の定年引き上げに関す
る動向等を注視し、検
討を行う。

9

在宅勤務・テ
レワークの導
入に向けた検
討

人事課
行政改革課

在宅勤務・テレワーク
について、労務管理の
手法及びパソコン等の
ハード面それぞれの課
題整理を行い、導入に
向けた検討を行う。
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

令和２年度より
市道認定路線図
をホームページ
に掲載すること
とし、図面や掲
載方法等につい
て検討を行っ
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討
検討
・実施

検討
・実施

実績

近隣市の会計事
務担当者会議に
おいて、他市の
状況を収集し、
見直しに向けた
検討を進めた。

14
会計伝票の合
理化による事
務の迅速化

会計課
行政改革課
契約検査課
財政課

財務規則に基づく支出
負担行為の手続の特例
の見直しを行い、コ
ピーキット料等の経費
等の対象とするものに
ついて検討し、紙の使
用量の削減と起票事務
処理の簡素化及び事務
処理の効率化を図り、
会計処理の迅速化を図
る。

13
市道認定路線
閲覧等窓口業
務の効率化

土木管財課

市道認定路線をホーム
ページに掲載すること
による利用者ニーズに
応じた効率的なサービ
ス提供等、窓口業務の
効率化にかかる取り組
みを進める。
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R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

ふるさと納税制
度等の仕組みを
活用し、寄附金
収入増加の取り
組みを進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

個人市民税、法
人市民税、固定
資産税につい
て、各種の調査
等により、課税
客体の捕捉を行
い、税収を確保
した。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

令和２年度より
広告掲載料を活
用した冊子作成
を行うこととし
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

令和２年度より
広告掲載料を活
用した冊子作成
を行うこととし
た。

3

「介護保険と
高齢者福祉の
手引き」の作
成方法の見直
し

高齢介護課

手引きの作成につい
て、民間事業所等から
の広告掲載料等を活用
した冊子作成を検討
し、冊子製本費用の削
減を図る。

4

「障がい者福
祉のしおり」
の作成方法の
見直し

障がい福祉
課

しおりの作成につい
て、民間事業所等から
の広告掲載料等を活用
した冊子作成を検討
し、冊子製本費用の削
減を図る。

1

ふるさと納税
制度等を活用
した寄附金収
入の確保

財政課

ふるさと納税制度等の
仕組みを活用し、個人
や企業等からより多く
の寄附金収入が得られ
るよう取り組みを進め
る。

2
課税客体の捕
捉

財政課
市民税課
資産税課
納税課

各種市税の的確な課税
客体の捕捉を進め、税
収を確保し、税負担の
公平性・公正性確保を
図る。
具体的には、個人市民
税については、未申告
者に対しあらゆる手法
で申告を促し、法人市
民税、固定資産税につ
いては、各種情報収
集・調査を行う。

 ５．新たな歳入の創出

(１)新たな歳入の創出

取り組み名 担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール
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R1 R2 R3 R4
取り組み名 担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施 実施 実施

実績

言語聴覚訓練室
の整備にかかる
検討や専門職の
確保に向けた調
整など、実施に
向けた取り組み
を進めた。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施

実績

参加者の受講料
負担額や市外在
住者の受講枠等
について検討を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 実施 実施 実施

実績

処理したチップ
の受け入れ先の
調査や機器の導
入等、施設整備
の検討を行っ
た。

7

剪定ごみ（植
木等）リサイ
クルによる歳
入の確保

環境施設課
資源循環課

植木等の剪定ごみをバ
イオマス発電用燃料材
等に加工処理・売却す
ることにより、ごみ処
理費用の削減を図りつ
つ、併せて再資源化の
推進と歳入確保をめざ
す。

5

医療型児童発
達支援セン
ター診療報酬
の確保

障がい福祉
課

診療報酬を算定するう
えで必要な施設基準を
満たすことにより、新
たに言語聴覚訓練によ
る診療報酬の確保を図
る。

6
子育て支援員
研修の事業内
容の見直し

こども施設
課

子育て支援員研修の受
講料を参加者負担に
し、また他市市民の受
講も可とすることによ
り歳入確保を図ること
を検討する。
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(２)市有資産の整理・売却・貸付等

R1 R2 R3 R4

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績

今後の用地活用
の進め方等を整
理し、売却希望
者について情報
収集を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
方針決定
・方針に基
づき実施

実績

現状の実施状況
の分析を行うと
ともに、庁内の
関係課の役割分
担やフロー等に
ついて検討を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討・実施
検討
・実施

検討
・実施

検討
・実施

実績
未利用地の有効
活用について、
売却や貸付等の
検討を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 検討

実績
今後の用地の取
り扱いの方向性
について、検討
を行った。

4
旧大正コミュ
ニティセン
ター用地

大正出張所

旧大正コミュニティセ
ンター用地について、
今後の方向性の検討を
行う。

2
市有資産の売
却にかかる仕
組みの検討

財産活用課
政策推進課
行政改革課

市有資産の売却をより
迅速に進めるため、庁
内の関係課の役割やフ
ローについて検討し、
仕組みを構築する。

3
未利用地の有
効活用

財産活用課

未利用地の内、売却可
能な物件については、
関係者と調整のうえ売
却処分し、売却が困難
な物件については、貸
付等の検討を行う。

担当課 取り組み内容
取り組みスケジュール

1
旧第２別館用
地

総務課
財産活用課

旧第２別館用地につい
て、売却または貸付を
行う。

取り組み名
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R1 R2 R3 R4
担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール
取り組み名

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討

（解体）
実施

（売却）

実績

令和２年度に解
体工事の入札を
実施するため、
内容を精査の
上、予算計上を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討

（解体設
計）

検討
（解体）

実施
（売却）

実績

令和２年度中の
解体設計を行う
ため、関係経費
の予算計上を
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
実施

（売却）

実績
令和２年度中の
売却に向け、測
量の実施などを
行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

実施 実施 実施 実施

実績

売却に向けた精
査及び沿道土地
所有者に対して
売却を進めると
ともに、未調査
地区の調査、整
理をあわせて実
施した。

8
法定外公共物
の売却推進

土木管財課

機能のない法定外公共
物について整理を行
い、売却する。

6
旧弓削保育所
用地

こども施設
課
財産活用課

旧弓削保育所の建物を
解体し、用地を売却す
る。

7
南久宝寺２丁
目地内用地

都市基盤整
備課
財産活用課

南久宝寺２丁目地内用
地について、売却す
る。

5
旧竹渕コミュ
ニティセン
ター用地

竹渕出張所
財産活用課

旧竹渕コミュニティセ
ンター用地について、
売却する。
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R1 R2 R3 R4
担当課 取り組み内容

取り組みスケジュール
取り組み名

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討 検討 検討

実績
今後の用地の取
り扱いの方向性
について、検討
を行った。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討 検討
検討

（解体設
計）

検討
（解体）

実績
施設の安全策を
施し、解体に向
けた検討を進め
た。

スケ
ジュー
ル(計
画時)

検討
検討
（解体）

実施
（売却）

実績

売却に向け、解
体工事に係る経
費を令和２年度
予算に計上し
た。

11
旧教育サポー
トセンター用
地

教育セン
ター
財産活用課

旧教育サポートセン
ター用地について、売
却する。

9
旧志紀幼稚園
用地

教育政策課
旧志紀幼稚園用地につ
いて、今後の方向性の
検討を行う。

10
旧八尾図書館
用地

八尾図書館

旧八尾図書館につい
て、建物を解体し、用
地について貸付するな
どして歳入の確保を図
る。
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